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前方不注意、追突 「前をよく見ていなかった」
バス停に停車中のバスに車追突 乗客４人軽傷

２０１５年１０月１４日（水）
１３日夜、東京都でバス停に停車中の４０人ほどの乗客が乗った都営バスに乗用車が追突した。この事故

で、バスの乗客４人が軽いケガをしたほか、乗用車の運転手の男性は左腕の骨折の疑いがあるという。男性
は警視庁の調べに対し、「前をよく見ていなかった」と話していて、警視庁は男性の前方不注意が事故の原因と
みて調べている。

”重大事故”が多発する「薄暮れ時」に要注意

大型スーパー付近、高齢歩行者の”危険横断”に注意！

追突事故の多くが、低速追従時の安心感と油断からくる
車間不足と注意力不足

「ヒヤリ」は、事故の「予兆！」
「安全確認」で、危険な「まさか･･･」を根絶！

○子供の飛び出しに要注意！
○スピードを落として、しっかり安全確認！

「うっかり・ぼんやり」事故増加！

＜”だいじょうぶだろう”は厳禁＞

「慣れ」、「過信」を捨て、
誰もが安心して働ける職場づくりの実現

バック時は 降りて確認 乗っても確認

交差点 「右左確認／よ～し！」

大型トラックが車線変更、接触、信号待ち車に追突
２０１５／１０／１３（火）

１３日午後２時４０分ごろ、大分県で、交差点を右折しようとしたトラックが車線変更したところ、乗用車
に接触しました。この衝撃でトラックが信号待ちをしていた乗用車に追突するなど合わせて５台が絡む多重事
故なりました。この事故で、５０代の女性と４０代の男性が軽いけがをしました。

男性と盲導犬、バックしてきたトラックにはねられ死亡
バック警報音の義務化を求める声

２０１５年１０月１０日（土）
徳島県で１０月３日、視覚障害のあるマッサージ師の男性（５０）がバックしてきたトラックにはねられ死亡し、一

緒にいた盲導犬も巻き添えで死んだ。男性は長年、視覚障害者への理解を求める講演活動に携わっていた。
トラックにはバックの際に警報音声を鳴らす装置があったが、スイッチが切られていたことが判明。警報音声
の装備は法令で定められてはいないが、今回の事故を機に義務化を求める声もあがっている。

午後6時 「考えごとをしていて、前をよく見ていなかった」
横断中の83歳男性はねられ死亡

２０１５年１０月１３日（火）
１２日午後6時半ごろ、佐賀県で、道路を横断していた男性（８３）が乗用車にはねられ、死亡が確認されまし

た。男性は、近くの駐車場に車を止め、道を挟んで反対側にある飲食店に行くために道路を渡っていたとみ
られています。現場は片側１車線の見通しの良い直線道路で、車を運転していた男性（７６）は、警察に対し、
「考えごとをしていて、前をよく見ていなかった」と話しているということです。警察は、乗用車の男性の
前方不注意が事故の原因とみて調べています。

道路脇にいた、舗装作業の71歳女性はねられ死亡
２０１５年１０月１０日

１０日午前９時すぎ、山形県で、デイサービス施設の利用者を送迎する車が、駐車場の舗装作業をするた
め道路脇にいた男女２人を次々とはねました。２人のうち女性（７１）が胸を強く打ち、病院に運ばれましたが
、およそ１時間後に死亡が確認されました。また、６０歳の男性も足に軽いけがをしました。

午後6時 自転車を押して、右から横断していた92歳女性がはねられ死亡
［ ２０１５／１０／１０ ］

９日午後6時頃、岩手県で、自転車を押して横断中、９２歳の女性が左から来た乗用車にはねられ、胸など
を強く打って、搬送先の病院で、まもなく死亡しました。警察は、乗用車を運転していた男性（６５）に当時の
状況を聞くなどして、事故の原因を調べています。


